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IP化された電話網でのファクシミリ相互接続試験 

 ２０１７年１２月４日 

HATS推進会議 ファクシミリ相互接続試験実施連絡会 
富士ゼロックスアドバンストテクノロジー株式会社 
藤井 秀樹 

連絡会では、近年、実施要領の体系の見直しを実施している。この見直しの紹介と、
相互接続試験（2017年11月実施）の結果を報告する。 
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日本の固定電話の契約者数推移 
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直収電話 CATV電話 0ABJ型IP電話 NTT東西加入電話（ISDN含む） 

5,979     5,948     5,937     5,899    5,846     5,787     5,747     5,691     5,681     5,654     5,619    5,583  

3,452                   2,847    2,610                  2,250  

1,790                   2,407    2,650                 3,075  

出典：総務省 Ｈ２８情報通信白書 

固定電話（一般加入電話、直収電話、0AB-J型IP電話）における加入者件数は、 
２０１５度末時点で、５，５８３万であり、微減が続いている。 

 ２０１３年には、0ABJ型のIP電話が、加入電話の契約者数を逆転した。 

※0AB～J型とは、加入固定電話に割り当てられる電話番号の形式のこと。 

年度末 
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ファクシミリの出荷台数 
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※２０１６年以降は予測 

205 

286 

175 

２８％減 

１４％減 

出典：ＣＩＡＪ 通信機器中期需要予測  

 ファクシミリの需要が残り、減少傾向が鈍化している。 
 ビジネスクラスでは、複合機化へ（スキャナ、プリンタ、ネットワークの一部へ） 

2005年 
→2010年 
74％減 

万台 



4 HATS セミナー ２０１7 

固定電話のIP網への移行 
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２０１５年９月８日、総務省から、「ネットワークのIP化に対応した電気通信設備に
係る技術的条件に関する情報通信審議会からの一部答申 -0AB-J IP電話の
品質要件等-」において、以下の項目が発表された。 

 FAX機能の対応の義務付けることが適当 
 FAXの疎通状況についての報告を義務付けることが適当 
 品質測定は、TTCで策定されたガイドラインに従って実施することが適当 

２０１7年１０月１７日、ＮＴＴ東日本とＮＴＴ西日本は、 
固定電話網をインターネット技術を活用したＩＰ網へ移行する計画を発表した。 
２０２４年１月から切り替えを開始し、２０２５年１月に完了する。 



5 HATS セミナー ２０１7 

固定電話のIP網への移行 
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出典：固定電話のＩＰ網への移行後のサービス 
及び移行スケジュールについて 
2017年10月17日 NTT東日本/西日本 
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第１回Ｇ３ファクシミリ相互接続試験 
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ＨＡＴＳ 
ホームページ
にて告知 
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試験結果概要 
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 参加会社 ： １１社 
 試験方式 ： １１社総当り、１対向＝５０分で、２日に分けて実施 
 試験結果 ： 全１１社合格 
 その他 
１対向のオプションテスト実施（平均） → ３．２項目 （最高７項目） 

 使用モデム  ： 全１１社 Ｖ.17／V.29／V.27ter 
 最大送信原稿サイズ  ： Ａ３：９社 、 Ａ４：２社 
 符号化方式（JBIG有無） ： ９社 
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過去の主な相互接続試験 
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1988年 G4ファクシミリ（回線交換） 
1990年 G4ファクシミリ（パケット交換） 
1996年 G3ファクシミリ（スーパーG3、JBIG） 
               （Fコード：SUB/SEP） 
1997年 G3ファクシミリ（Fコード：親展、掲示板） 
1998年 G3ファクシミリ（Fコード：中継） 
2000年 カラーファクシミリ 
2003年 カラーファクシミリ（sYCC) 



9 HATS セミナー ２０１7 

過去の主な相互接続試験 
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1999年 インターネットファクシミリ（シンプルモード） 
2001年 インターネットファクシミリ（フルモード） 
2005年 インターネットファクシミリ（ダイレクトSMTP） 
2006年 インターネットファクシミリ 
             （ダイレクトSMTP、STEP2） 
2007年 インターネットファクシミリ 
             （ダイレクトSMTP、ハイグレード） 
2012年 カラーインターネットファクシミリ 
      NGN端末（T.38） 
              ※マルチメディア通信相互接続試験実施連絡会と合同開催 
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FAXの利用形態 
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企業（イントラネット） 

W-NET FAX（T.37）  

サーバ 

W-NET FAX Direct SMTP（T.37） 

IP-FAX（T.38）  

SIPサーバ 

インターネット 

NGN網 IP-FAX （T.38）  

ファイヤウォール超えが必要 

キャリアが限定される 

 イントラネット内では、W-NET FAX／W-NET FAX Direct SMTP（T.37）を利用して、
カラー通信なども可能です。 

 イントラ内だけ等、利用シーンが汎用的とはなっていない。 
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実施要領の体系見直し 
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２０１４年、ＨＡＴＳ非会員会社から、事務局にＧ３ファクシミリの接続試験の問合せ 

Ｇ３（Ｖ.17以下）の接続試験の実施要領が整備されていなかった 

Ｇ３（Ｖ.17以下）の実施要領が制定を開始。 
同時に、実施要領全体を体系的な見直しを実施 

正式な接続試験が希望ではなく、交信テストの希望であった。 
急遽、暫定版の実施要領を作成し、連絡会会社（４社）と、トライアル試験を実施した。 
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実施要領の体系見直し 
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【2017年度】 

HATS-F-108-V1.0 
G3ファクシミリ
（V.17,V.29,V27ter） 

HATS-F-109 （仮） 
スーパーG3ファクシミリ（V.34） 

HATS-F-110 （仮） 
Ｆコード（親展、掲示板など） 

HATS-F-002-V1.0  
G3ファクシミリ（V.34他） 
  ・Ｖ.34 
  ・Ｆコード 
  ・ＪＢＩＧ 

【2016年度】 2017.3.29
初版制定 

分
割
・
修
正 

ＪＢＩＧ 

ＪＢＩＧ 

現在、策定中 
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まとめ 
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 日本では、電話回線がアナログからＩＰ(デジタル）化されても、ＦＡＸ（Ｔ.30）に
対する需要が残っています。 

 今後、IP化される固定電話網（0AB-J型番号）でも、 
                  『安心してファクシミリが使えます』 

 第１回Ｇ３ファクシミリ相互接続試験は、１１社、全社合格いたしました。 

 新しい通信インフラの中でも、接続性や通信品質を確保し、 
          安心してファクシミリが使えるように、活動を継続します。 

 ファクシミリ端末間の接続性だけではなく、他のネットワーク機器と連携した
ファクシミリサービスが提供できるか検討していきます。 
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ご清聴ありがとうございました。 
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